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C －48　 服飾 の技術的 な考 察(2)

－ ピ ン タックの効果 につい て 一
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目的　 最近 のファ ッション の 傾向 として、 シンプ ルな 形 と個性的な 柄 の組み合 わせは後

退 の 傾向 にあ り、フ リル・ ギ ャザ ー・ピンタッ ク等 の技術を 加える デザ イｙ が目 立ってい

る。 こ のような 場合 に同一 の技 法でも柄にI って、 出来 上り の 効果 が著 しく変っ て くるこ

とが多い ので 、布 の柄 と技 法と の関係につい て、ピン タックIを とりあげ 、そ の デザ イン的

な 効果 とい5 点か ら考察した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 犬

方 法　 一定 の大 きさ の面 積を きめてピV  タ ックを とり、どの場 合に 柄に よる 変化が著 し

い か、R  無地・ ②方向性 のある柄・ ③四 方連続柄 をえらび 、 ピン タクタ の方向・ つま み分

量・ 間隔を かえて、 それ らと柄 の関係を視覚的な 美感 の面か ら、 一 部アン ケート をとり 検

討し た。

結果　 い ずれ の場 合に もピｙ タックを とることにI   り、布に や ゝ立 体的な陰 影と量 感を

生じ 変化が 現 われるが、そ のとり 方に よって美し く 見え る ときと、原 布の もつ柄 の良さ を

損 う場合 とが ある ことが わかった。 ①無地 の場合 は ピソタ ックの方向 性や 分量にI る 変化

が 最も端的 に 現われ、寸 法にX る影響は 少ts: い 。②方向性 のある柄 の場合は その方向 と平

行に ピン タ ックを とる と、分量・ 間 隔にI  り 美感を 損うことが 多いがそ れ以 外の場合には、

むし ろ変 化のあ る新 らしい 効果 か 現われる。 ③四方 連続柄 の場 合は よ(1;ど各々の柄に 適す

る 分量・ 間隔を 考慮し ない と 、もと の柄の美 しさ をこ わし て了う 傾向 がある。


